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◎令和３年度 学校経営計画及び学校評価について 
 
 【学校運営協議会委員の方々からの意見】 
 
１開かれた学校づくりと安全・安心な学校づくりの推進について 
 
(1) 人権の尊重、安心・安全な学校生活のための校内体制等の充実について 
・人権が尊重されなかった際の適切な対応を望む。  
・たとえ少数でも保護者アンケートにおいて「Ｄ」があることが気になる。分析をお願
いする。 

・事故や事象の未然防止につなげるため、ヒヤリツイート、ヒヤリハットを積極的にあ
げ、原因や分析、対策を講じることが大切。 

(2) 外部や校内の人材活用をとおした専門性の向上について 
・リモートやオンラインをうまく活用していると感じる。集合型も含めて計画的、戦略
的に専門性の向上に取り組んでもらいたい。 

・常に資質向上のため、研修の実施、参加など情報を得る機会を確保してほしい。 
(3) 防災体制の確立について 
・学校全体として危機管理を十分に持ち、災害発生時を想定し、シミュレーションする
ことが重要。 

・防災訓練を見学して、しっかりと計画され実行されていた。ただ、地震となると本校
が避難所となり、生徒がいる時に災害が起きたらどのようにするべきか。地域の住民
と生徒たちとの居場所は確保できるのか。寒い冬の運動場での避難や高齢者や幼児も
いることを考えると不安がある。 

・教職員の適切な行動力と役割分担が重要となるので、訓練に十分な時間をとって、体
制確立をしてもらいたい。 

・今後、近くの高校と連携し防災訓練等を行ってほしい。 
(4) 安全に配慮した医療的ケア実施体制の構築について 
・医療的ケアは技術的なことだけでなく、個々の児童生徒に必要なケアを十分研修を重
ね、教師・看護師と連携し、学校全体として実施してほしい。 

・高度医療的ケアの定期的な研修で早く実現できることに期待している。 
(5) 学校ホームページの充実について 
・児童生徒の立場からの発信をより一層充実させ組織として内容充実・発信してほしい。 
・週 1回以上の更新、よくやっておられると思う。 
・ブログ更新のお知らせメールで知らせていただけたらたくさんの保護者が学校の様
子を知ることができると思う。 

 
２特別支援教育の専門性と授業力向上を基盤とした学校力の向上について 
 
(1) 支援教育の専門性と授業力向上のための校内体制の構築について 
・指導案を共有し校内で検討し合うことが必要ではないか。 
・経験の少ない先生方につなぐことが大きな課題だと感じた。 
・一人ひとりに応じた支援計画の充実。医療、福祉等との連携は必要。 
・外部と協力し向上させることを大切にされている。今後とも続けてほしい。 
(2) ICT 機器、視聴覚機器など、支援機器の効果的な活用推進について 
・視線入力等、個々の児童生徒の持てる力を生かし、授業に活用することが大切である。 
・事例発表等、熱心に取り組まれていると思う。いつも感心している。 



・ICT は子どもの可能性を大きく引き出すツールとして期待されている。効果的な活用
で子どもの成長を支援してほしい。 

(3) 教職員の心身ともに健康で働くことができる職場環境づくり「働き方改革」につい 
て 
・教職員の身体への負担軽減や教職員どうしの意思疎通がとりやすい環境づくりは心
の健康づくりにもつながると思う。 

・「何もないデー」と「一斉退勤日」を同日にする取り組みは良い。 
・教職員間の同僚性の向上、職員どうしが忌憚なく話し合える場を作り、コミュニケー
ションを取り合うことは大切だと思う。コミュニケーションを大切にして、信頼関係
を築いてほしい。 

 
３南河内地域における支援教育のセンター的役割の充実と地域連携の強化について 
 
(1) 地域支援の拠点として教育相談室の充実と地域支援活動の強化について 
・地域支援として本校がコーディネート、リーダーシップとなることが大切だと思う。 
・継続して取り組んでいただいて、とてもありがたく思う。今後も教育相談室の充実を
お願いする。 

・地域にも障がいがあり不安のある方もいる。社協と連携を取り相談にのってもらって
いる。 

(2) 障がい者スポーツの普及・啓発について 
・障がい者スポーツの一つとしての本校のボッチャ活動の充実や地域とのつながりは
大切である。 

・パラリンピックはすばらしかった。コロナの影響で活動しにくいと思うが、藤井寺支
援のボッチャ活動を応援している。 

・卒業生がパラリンピックで銅メダルをとられたことで、子どもたちに良い刺激になっ
たと思う。 

(3) 地域住民との連携について 
・文化祭ボランティア６人は素晴らしい。地域に根ざした学校が良い。 
・連携がさまざまな取り組みを通じて深まっているように感じる。 
・協力できることは積極的に協力したい。どのようなことで協力できるのか相談してほ
しい。 

 


